








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































カメ 1516 17 18
T:この裏みたいなものでやっているね,この表
でやったことはどういうことかな
P:1回まわすときに,1進む
T:お-,すごいことに気付いたね,そうなって
いる?確カメてみて
P:速いほうは2個すすむ
T:1回まわしたとき1すすむのと違うの
P:遅い方は1すすむ
T:みてみよう,皆のそうなっている?1回まわ
したとき,遅い方は1進む,速い方は2進む
P:(動きを確カメる)
P:ここが1進む ｢で｣,ここが2進む
T:(このあと数人同じようなことを話させる｡
そのなかで,1ずつ進むとき,2進むなど,倭
存関係を表現することばに注意を払う)
T:あ-みんなわかったいいこといったね,いま.
いままでのひとと表現が違っていたね｡わかっ
た｡もう一回言って｡
ど:○○のとき○○になる
T:ときっていったね｡
T:みんな機械でも確カメてみてね,1進んだと
- 10-
ところにある機械で確カメてみましょう｡みん
なのところにある機械でもできますよ｡黒いテ
-プをはがしてみて下さい｡たしかにカメさん
が先に出てきましたね｡
T:ここで,表のどこまできたかな?
(意図)追いつき算の見方
T:別の解決がありました｡紹介して下さい｡
P:29-15-14,14×2-28
だから,カメがはやい｡
(意図)理解の状態の評価,イメージと表,変化
のかかわり,式への展開のための準備
T:ウサギがカメにおいつくのはいつか気付いた
人はいますか?
表からわかりますか?
式で考えることができますか?
(□×2-15+□)
(意図)問題の発展
T:では,ウサギさんが先にでてくるようにする
ためにはどうしたたよいでしょうか｡
T:他に解決してみたい問題はありますか?
P:ウサギが3進んだらどうなるか
P:カメがもっと遅く目覚めたらどうなるか
P:トンネルの場所を変える
